
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  大会主題 

「いのちを輝かせよりよい生き方を拓く道徳

教育」 

～確かな教材研究に根ざし 他者と響き合い 

自己を見つめる 道徳科の授業づくり～ 

２  期間 

 令和４年11月10日（木）～11月30日（水） 

３ 授業動画配信（山形市立第三中学校） 

１年 主題名 「よりよい社会のために」 

   授業者  村山 一樹 教諭 

２年 主題名 「さりげない優しさ」 

   授業者  斎藤 太佑 教諭 

３年 主題名 「人を好きになる」 

   授業者  冨塚 唯帆 教諭 

４  課題別分科会 

〇第１分科会  

道徳科の授業づくりの工夫 

◆「主体的に学習に取り組む態度を育む学習

指導の工夫」 

函館市立亀田中学校 教諭 川合 園子 

◆「主体的・対話的で考え議論する道徳科の

授業づくり」～道徳科の授業の学びを深め

る効果的なＩＣＴの活用場面を通して～ 

北谷町立桑江中学校 教諭 遠矢 政江 

◆「より良い生き方の基盤となる子どもたち

の道徳性を養うための授業づくり」～道徳

科の授業の充実と他教科・領域とのつなが

りの向上を目指して～ 

京都市立岡崎 中学校 教諭 辻内 祥吾 

◆「教材開発による道徳授業の改善と多様な

性への理解」 

吉備中央町立加賀中学校 教諭 松本 聡子 

 

◆伝え合い、ともに深く考え合う「対話する

道徳」の授業づくり 

山形市立第三中学校 教諭 後藤 桂子 

〇第２分科会  

道徳教育を推進する指導体制のあり方 

◆「道徳教育を推進する指導体制のあり方」 

  指導力向上を目指した校内OJT体制の構築 

文京区立第九中学校 教諭 戸上 理子 

◆「自己を見つめ、ともにより良い生き方を

求める道徳教育～集団や社会、他者との関

わりを通して～ 

 小松島市立小松島南中学校 教諭 森 理江 

◆「多様な価値観を認め合い、たくましく未

来を生き抜く力を育む道徳教育の研究」 

～一人一人がより考えを深められる城北

スタイルの授業～ 

 岡崎市立城北中学校 教諭 杉浦 康修 

◆「人としての生き方について考えを深め、

よりよく生きる生徒を育てる道徳教育の創

造」学習指導要領が求める道徳教育の実践

を通して 

 幸手市立幸手中学校 教諭 石崎 清子 

◆「豊かな関わりの中で自己を見つめ、より

よい生き方について考えを深める生徒が育

つ道徳教育」を目指して 

 横手市立十文字中学校 教諭 遠藤 紀子 

５  指導講話 

演題 「一人一人の学びを大切にする道徳科

の授業を目指して」 

講師 文部科学省初等中等教育局教育課程課    

教科調査官      飯塚 秀彦 様 

６  大会を終えて 

 本大会は、昨年度新たな開催方式で大きな

成果をあげられた沖縄大会を引き継ぐ形で実

施させていただきました。全国から２００名
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を超える先生方にご参加いただきましたこと

に心より感謝申し上げます。また、新たに

Zoomでの交流も企画しましたが、発表者の先

生方にはお時間をとっていただいたにもかか

わらず、実行委員会の至らない点がありまし

たことお詫び申し上げます。 

 最後になりますが、本大会の開催を全面的

に支えていただいた全中道顧問吉田修先生、

会長月田行俊先生、事務局長木村知広先生並

びに分科会発表者の先生方に衷心より感謝申

し上げます。 

 

 

 

 

１ 大会主題 

よりよく生きるための基盤となる道徳性を

養う道徳教育の研究 

 ―学びがいのある道徳科の授業を要として― 

２ 期日 

 令和４年10月28日（金） 

３ 会場 

 松山市立桑原中学校 

４ 大会の概要 

四国地区では、小学校と中学校とが合同で

研究会を組織し、二年ごとに各県持ち回りで

研究大会を開催している。新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大防止等のため、一年延期

して昨年度開催した高知大会に続き、二年連

続での開催となった。感染症対策を徹底する

ことで、今年度は参集して研究大会を実施す

ることができ、四国内外から359名の参加が

あった。 

授業は次の四つを公開し、研究協議を行った。 

【公開授業】 

１年 内容項目 思いやり、感謝 

教材名「菊の花の咲く頃」 

   授業者 桑原中学校教諭 堺 太一 

２年 内容項目 思いやり、感謝 

教材名「譲る気持ちはあるのに」 

   授業者 桑原中学校教諭 杉野 由 

３年 内容項目 希望と勇気、克己と強い意志 

教材名「片足のアルペンスキーヤー・ 

三澤拓」 

授業者 桑原中学校教諭 山本 有茄 

特別支援学級 内容項目 遵法精神、公徳心 

教材名「ふれあい直売所」 

   授業者 桑原中学校教諭 山口 英二 

 

授業では、生徒から積極的に多く意見や考

えが出され、価値理解が深まるとともに、人

間としての生き方について考える姿が見られ

た。研究協議においても参加者から主体的な

発言が続き、道徳科の授業の在り方について

研究を深めることができた。 

課題別分科会は、新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、本大会を二日から一日開

催に変更したことに伴い、紙面発表とした。

発表は４つのテーマを設定し、テーマごとに

各２つずつ、計８つの実践報告を四国各県よ

りいただいた。 

【課題別分科会】 

第１分科会 学校の教育活動全体を通して行

う道徳教育の推進  

提案者 高知県立安芸中学校教諭 椋本 純子 

提案者 宇和島市立城北中学校教諭 松本 裕子 

第２分科会 各教科や特別活動等との関連を

生かした授業の工夫 

提案者 善通寺市立西中学校教諭 香川 千夏 

提案者 久万高原町立久万中学校教諭 日野 大介 

第３分科会 主体的・対話的で深い学びを実

現するための道徳授業の工夫 

提案者 三好市立池田中学校教諭  石崎 雄一 

提案者 今治市立西中学校教諭  岡田 由香里 

第４分科会 一人一人のよさを伸ばし、成長

を促すための評価の工夫 

提案者 四万十町立大正中学校教諭 平林 香理 

提案者 西予市立宇和中学校教諭  二宮  光 
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それぞれの実践報告には、学校全体で取り

組む道徳教育の推進や道徳科の授業改善につ

ながる工夫が多く掲載されており、参考にな

る点が多数あった。 

全体会では、開会行事、基調提案、特別講

演等を行った。基調提案では、愛媛県教育研

究協議会道徳委員会研究部長 主幹教諭 有

馬知歩が、愛媛県の道徳教育の取組について

提案した。 

【特別講演】 

演題｢学びがいのある道徳科の授業を目指して｣ 

講師 文部科学省初等中等教育局教育課程課 

教科調査官    

国立教育政策研究所教育課程研究センター 

教育課程調査官 

浅見 哲也 先生 

具体的な実践事例も交え、全教育活動で行

う道徳教育や道徳科の充実について方向を示

していただいた。 

 

 

 

 

１ 研究主題 

新しい自分に出会う「特別の教科 道徳」

の在り方～道徳教育の要としての道徳科の

在り方を探る～ 

２ 期日 

令和４年１１月１日（火） 

３ 会場 

 高島市立マキノ中学校 

マキノ中学校区内 各小学校 

４ 公開授業 

マキノ中学校 

１年・内容項目 自主、自律、自由と責任 

   教材名  裏庭でのできごと 

   授業者  奥谷 研斗 

  ・内容項目 よりよく生きる喜び 

   教材名  銀色のシャープペンシル 

   授業者  田中 省伍 

２年・内容項目 遵法精神、公徳心 

   教材名  傘の下 

   授業者  浦島 利宇 

  ・内容項目 自主、自律、自由と責任 

   教材名  ジョイス 

   授業者  細川 紗奈 

３年・内容項目 友情、信頼 

   教材名  アイツの進路選択 

   授業者  保木 京子 

  ・内容項目 向上心、個性の伸長 

   教材名  ぶれない心―松井秀喜 

   授業者  武田 琢雅 

５ 課題別分科会 

滋賀県「仲間とともに考え・気づき・行動

する力を育てる～生徒の心に響く道

徳教育の創造～」 

発表者 草津市立新堂中学校教諭 

小林 浩美・杉山 侑起 

助言者 滋賀県教育委員会事務局 

幼小中教育課 指導主事 立木 理絵 

兵庫県「道徳科で新たな自分を発見しよう！」 

発表者 佐用町立上津中学校主幹教諭 

              伊東 耕作 

助言者 神戸市教育委員会 

事務局学校教育部 教科指導課 

初等教育係担当係長 亀谷 裕治 

京都府「学校の特色を生かした道徳教育」 

発表者 京都市立開晴小中学校教諭 

              上田 紗和子 

助言者 京都市総合教育センター 

          指導主事 木下 要子 

和歌山県「小中連携による道徳教育の研究」 

発表者 高野町立高野山中学校教諭 

               田和 広行 

助言者 和歌山県教育庁紀南教育事務所 

学校指導課 指導主事 山本 亮子 

大阪府「学校全体でとりくむ道徳教育の充

実と授業改善にむけて」 

発表者 泉佐野市立新池中学校教諭 

宇根﨑 萌恵 

ブロック大会近畿大会報告 
近畿中学校道徳教育研究会長 木村かおる 
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助言者 和泉市立和泉中学校校長 

               原田 尚史 

奈良県「問題解決的な道徳科の創造」 

発表者 上牧町立上牧中学校教諭 

               江本 美帆 

助言者 大和郡山市立郡山東中学校校長 

               澁谷 美奈 

６ 記念講演 

講師 文部科学省初等中等教育局 

教育課程課 教科調査官 

浅見 哲也 氏 

演題 「子どもたちのよさや可能性を引き

出す道徳教育」 

３年ぶりに参集型で大会を実施いたしまし

た。浅見調査官から令和の日本型学校教育に

ついて、そして全教育活動を通じて行う道徳

教育の推進、道徳教育の要となる道徳科の授

業の充実の大切さについてご講話いただきま

した。 

 

 

 

 

〇期間  

令和4年11月10日（木）・11日（金） 

〇方法  

根室管内の参加者は参集、管外の参加者

はオンラインで参加。公開授業は、５校で

行われ、大会前の11月2日、8日、9日に３

授業、大会１日目に４授業が公開された。

大会1日目の公開授業のうち、小学校1授業

のみをオンラインで全道に配信。課題別分

科会は、北海道道徳教育研究会のホームペ

ージ上に提言資料とそれに対する助言を掲

載して行った。赤堀博行帝京大学教育学部

教授の記念講演は、会場参集と合わせて全

道各地にオンラインで同時配信した。会場

は、北海道中標津町立中標津東小学校及び

広陵中学校。 

 

〇内容  

大会主題｢主体的に学び合う児童・生徒の育成

～頭が働き、心が動く授業づくりを通して～｣ 

〇公開授業  

※教材は、東京書籍「新訂 新しい道徳」出典 

標津町立標津小学校２年１組  

授業者 谷口和宏 教諭 

 「ありがとうの気持ちを」Ｂ感謝  

『じぶんがしんごうきに』 

標津町立標津小学校４年１組  

授業者 中西梢子 教諭 

 「きちんとした生活」Ａ節度、節制  

『目覚まし時計』 

別海町立中春別小学校６年１組  

授業者 丸山結梨香 教諭 

 「誠実に生きる」Ａ正直、誠実『手品師』 

中標津町立中標津東小学校１年１組  

授業者 塩沢佑菜 教諭 

 「いつも正直に」Ａ正直、誠実『どんぐり』 

中標津町立中標津東小学校４年２組 

 授業者 佐藤雅大 教諭 

 「友達と信頼し合う」Ｂ友情、信頼 

 『大きな絵はがき』 

中標津町立中標津東小学校６年２組 

 授業者 千葉佑規 教諭 

 「広い心で」Ｂ相互理解、寛容 

 『銀のしょく台』 

別海町立中春別中学校３年１組 

 授業者 鹿又康明 教諭 

 「次世代の担い手として」Ｂ相互理解、寛容  

『缶コーヒー』 

中標津町立広陵中学校１年Ｂ組  

授業者 大槻翔士 教諭 

 「心の弱さを乗り越えるために」Ｄよりよく生きる喜び 

『銀色のシャープペンシル』 

〇【課題別分科会】 

〈第１分科会〉 

「道徳教育の指導計画と評価」「道徳科の授

業改善を中心とした推進」 

真狩町立真狩小学校 奥村崇人教諭 

ブロック大会北海道大会報告 
北海道道徳教育研究会長  荒川 芳央 



5 

 

「年間計画の見直しと指導の改善に向けた取組」 

函館市立亀田中学校 川合園子教諭 

〈第２分科会〉「道徳科の指導と評価」 

「指導と評価の一体化を目指して」 

苫小牧市立泉野小学校 河毛留美教諭 

「考え議論する道徳の授業づくりと評価」 

北海道教育大学附属釧路義務教育学校 

後期課程 三光楼正洋教諭 

〈第３分科会〉 

「道徳科と他の教育活動との関連」 

「道徳科と特別活動でつくる主題構成」 

北海道教育大学附属札幌小学校 大松浩一教諭 

「生活習慣の指導とキャリア教育との関連」 

小樽市立潮見台中学校 清水馨教諭 

〈第４分科会〉 

「道徳科における教材の選択と活用」 

「地域素材を生かした教材の開発」 

東川町立東川小学校 守屋真奈美教諭 

「現代的な課題と向き合う教材の活用」 

札幌市立中央中学校 平井旭人教諭 

〈第５分科会〉 

「今日的な課題、地域性等を生かした道徳教育」 

「地域の教材を活用した道徳授業」 

北見市立東相内小学校 伊藤聡教諭 

「地域の特色を生かした体験的な活動」 

日高町立日高中学校 山下雅基教諭 

〇講演 

「道徳教育マネジメント～道徳科の特質を生

かした指導と評価～」 

 帝京大学教育学部教授 赤堀 博行 様 

 

根室管内で初の開催となる根室・中標津大

会は、令和２年に開催予定であったがコロナ

禍のため中止となった。今回の大会は、令和

２年度開催に向けて研究を深めてきたことを

もとに、さらに２年間の準備を重ねて開催し

た。今大会は、どのような状況下でも開催で

きるように根室管内の参加者は参集、管外の

参加者はオンラインで参加した。全道各地か

ら多くの参加があり、公開授業や授業分科会

を通して意見交流を行った。また、特別講演

として帝京大学教授の赤堀博行氏にお越しい

ただき、中標津東小学校から講演をしていた

だいた。講演を通して多くのご示唆をいただ

き、さらに学びを深めることができた。課題

別分科会は、北海道道徳教育研究会のホーム

ページ上に提言資料とそれに対する助言を掲

載して行った。 

本大会について全道各地の参加者の皆様か

ら寄せられたご意見をもとに成果と課題をま

とめ、次年度の全国小学校道徳教育研究大会

北海道函館大会につなげていきたい。 

 

 

 

〇副会長会 

 令和４年９月９日（金）にオンラインにて

開催し、第２回役員・理事会の議題等につい

て確認いたしました。 

〇第２回役員・理事会 

令和４年11月26日（土）にＺＯＯＭを活用

したオンラインにて開催いたしました。当日

は、会長挨拶の後、ＺＯＯＭのブレイクアウ

トルーム機能を活用しブロック別協議会を行

い、その後、全体会を実施いたしました。 

◇第56回全中道研山形大会報告 

アクセス数2969 ページビュー数16940 

授業動画視聴数1年:218 2年:143 3年:134  

◇功労者表彰について 

  各地区からご推薦いただいた11名を功労

者として、また大会開催にご尽力いただい

た５名に対して感謝状贈呈することについ

てご承認いただきました。 

◇各ブロックから大会の予定及び報告 

【予定】全日本中学校道徳教育研究大会 

北海道大会 令和5年11月 1日～ 2日 函館市 

１日目／公開授業・授業研究分科会・課題別分科会・

全国理事会＜会場＞ 函館市立亀田中学校 

 ２日目／開会行事・基調提案・指導講話・閉会行事 

      ＜会場＞函館市民会館 

第２回役員・理事会報告 
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[大会主題]主体的に学び合う児童・生徒の育成 

       ～Well being の実現を目指した道徳教育の実践～ 

[課題別分科会]テーマ／提案地区 

  ①道徳教育の指導計画と評価／東海北陸･中国 

  ②道徳科の指導と評価／近畿・北海道 

  ③道徳科と他の教育活動との関連／東京・四国 

  ④道徳科における教材の選択と活用／東北・九州 

  ⑤今日的な課題，地域性を生かした道徳教育 

／関東甲信越・北海道 

〇神奈川大会 令和6年11月21日～22日 川崎市 

〇岐阜大会 令和7年11月27日～28日 調整中 

〇東京大会 令和8年＜日程等準備中＞ 

 

【令和４年度報告】ブロック大会 

・第57回北海道道徳教育研究大会根室･中標津大会 

令和4年11月10日（木）～11日（金） 

・第51回関東甲信越中学校道徳教育研究大会 群馬大会

書面開催（11月18日開催から変更） 

・第52回東京都中学校道徳教育研究会研究発表大会 

令和5年 2月 7日（火） 

・第28回近畿中学校道徳教育研究大会滋賀大会 

    令和4年11月1日（火） 

・第28回四国小・中学校道徳教育研究大会愛媛大会 

令和4年10月28日（金） 

【令和５年度予定】ブロック大会 

・第35回東北地区中学校道徳教育研究大会宮城大会 

・第52回関東甲信越中学校道徳教育研究大会栃木会 

令和５年１０月２７日（金） 

・第53回東京都中学校道徳教育研究会研究発表大会 

・第29回近畿中学校道徳教育研究大会兵庫大会 

令和５年１１月１７日（金） 

・第6回中国地区中学校道徳教育研究大会岡山大会 

・第48回九州地区中学校道徳教育研究大会宮崎大会 

 

※令和５年度全中道研北海道大会及び今後の

ブロック大会等の予定については、全中道研

のホームページにて情報を随時更新いたし

ますので、下記のＵＲＬもしくは 

右のＱＲコードからアクセスし、 

ご確認ください。 

   https://zencyudo.webnode.jp/ 

◇中学校道徳教育実践事例集９集について 

・執筆者のご推薦及び原稿提出にご協力いた

だき、ありがとうございました。令和４年

度中に、各地区へ配布いたします。 

◇令和５年度道徳推進教師育成講座の受講者について 

・ハイブリッド型開催・定員40名程度を予定 

・各ブロック及び各地区からの推薦者が受講

対象者となる。参集して参加する受講者に

ついては、原則、各ブロックが申請して助成

を受ける上廣倫理財団の助成金を活用する。 

・令和５年度・６年度の全国大会開催地区

（北海道・神奈川）及び関東甲信越地区

（栃木）については、参集・オンラインの

いずれかで参加することを原則とする。 

・令和５年度の各ブロックの開催地区（宮

城・東京・兵庫・岡山・宮崎）について

も、参集・オンラインのいずれかで参加す

ることを原則とする。 

・大会開催地区から複数名が参加する場合は

２名以降の受講者の交通費の一部補助を全

中道研事務局が行う。 

・他のブロックや地区についてもご推薦をお

願いします。理事の皆様の参加も可能です。 

◇各種報告 

・研究大会・研究指定校の報告及び、令和４

年度会費（分担金）の納入について、ご協

力いただき、ありがとうございました。 

・2022年度道徳教育育成助成金は振込済みで

す。３月にご報告をお願いいたします。 

・都道府県研究団体の正式名称の確認につい

てご協力いただきありがとうございまし

た。ホームページにも団体名を掲載してお

りますので、修正・変更等の必要がある場

合は、事務局へご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

第３回役員・理事会＜ハイブリッド開催＞ 
日時：令和５年２月２５日（土） 

関中道研役員・理事会 13:20～13:50  

全中道研副会長会   14:05～14:35 

全中道研役員・理事会 14:50～16:30 

会場：東京都板橋区立赤塚第二中学校 
ZOOM/開催通知をご確認ください 

https://zencyudo.webnode.jp/

